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十吊り上げ方法   
吊り上げは、図の様に 3 点 吊りとし製品に埋め込まれた テ     ーハーアンカーに ワ (   
  ヤーの 先に取り付けた デ ーハーカップラーを接続させて吊り上げる。 

  

● ボルト締め 
ボルトは必要以上に締めつけない事 。 ボルトは、 1 ；所づ   っ締めつけず 底部よ 
  バランス良く締める事。 頂 部と底部と合わせて中問部の 幅 5m" の水 抜きを確 
認する。 

●底盤 目地詰め   
背面 浸透水が基礎部に侵透しないよう目地 詰 を行なう。その節用は、 水 抜き八 
の 高さまでの壁面 の前後部及び 底盤 部とする。 

ウ フイルターの 取イ寸   
遼 面 の目地部及び水抜き人に非腐食性 17)7 イ JlJ@ ターを 貼付ける。 
背面 透水層 
擁壁背面 に、 栗石 、砂利久は砂利まじり砂を 3Ocm 以ｱ @ の 厚さで設ける。 

  埋め戻し 
ブルドーザー等、直接壁面 に水平 カ がかかる後方よりの埋め戻しは禁止する。 

  ぴ   ― 
良い例 

  ｜ 等 ) (7 ―ザ @ ル   埋め戻し る 
材よ     

悪い例 
  

卜枝 ( ブル @ ― ザー等 ) 
による埋め戻し 

・●天端盛十 
沈下を見込んだ余盛りは、 3Ocm 以下とし地表面 の勾配は擁壁の後へ排水勾配を 
とり雨水が擁壁前面 に流出するのを防止する。 

◆ フェンス等の取付け 
フェンス等を取付ける場合は H 薙 壁と―体化しない構造で設置しなければならない。 
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